


 

私たち日本人はしっかり運用して、海外からお

金を吸い上げている事に少し嬉しくなりました。

以上が東京で海外勢に押される 

日本に少し不安になったが、日本人はやっぱり

凄い、と感じたエピソードでした。 

 以上です。最後に、本日欠席されているメン

バーに関心を寄せ、メーキャップへの声かけを

お願いし、会長の挨拶とさせて頂きます。本日

もよろしくお願いいたします。 

 

幹 事 報 告 （河島 一夫 幹事） 

<例会変更・取り止め> 

●例会変更 

[熊本西 RC]  

１２月２４日（火）の例会は、年忘れ家族会の

ため、１２月１９日（木）18:30 より行います。

会場は未定です。サインメーキャップは行いま

せん。 

●例会取止め 

[熊本城東 RC]  

１２月２３日（月）の例会は、定款第７条第１

節に基づき、取り止めます。サインメーキャッ

プは行いません。 

[熊本東南 RC]  

１２月２５日（水）の例会は、定款第７条第１

節に基づき、取り止めます。サインメーキャッ

プは行いません。 

[熊本北 RC]  

１２月１６日（木）の例会は、定款第７条第１

節に基づき、取り止めます。サインメーキャッ

プは行いません。 

[熊本 RC]  

１２月２７日（金）の例会は、定款第７条第１

節に基づき、取り止めます。 

[熊本西南 RC]  

１２月２６日（木）の例会は、定款第７条第１

節に基づき、取り止めます。サインメーキャッ

プは行いません。 

[熊本中央 RC]  

１２月２７日（金）の例会は、定款第７条第１

節に基づき、取り止めます。サインメーキャッ

プは行いません。 

 

委員会報告 

「ロータリーの友」１２月号の内容紹介 

報告者：河野景治公共イメージ委員長 

 

出 席 報 告 （クラブ管理運営 荒木 一之 会員） 

 

ス マ イ ル（田中純司会員） 

●宮部康弘 君、河島一夫 君 

①「先日は例会を欠席してしまい、失礼致しま

した。」（宮部会長） 

②「本日の御船町恐竜博物館の池上様の卓話楽

しみです。宜しくお願い致します。」 

●河野景治 君 

「御船町恐竜博物館の池上様の御来訪に感謝申

し上げます。また、私事ですが、店主を務める

呉服店「銀染」は下通１番街に移転致しました。

今後共宜しくお願い申し上げます。」 

●田中純司 君、栗山義則 君、荒木一之 君、山口 

翼 君、田中慎二 君、江上泰弘 君 

①「今朝は今年１番の冷え込みだったそうです。

会員の皆様には風邪などひかれぬ様お気を付 

け下さい。」 

②「御船町恐竜博物館の池上様の卓話よろしく

お願いします。」 

  会 員 総 数 20名    出 席 率 

12 

月 

９ 

日 

出席免除会員数 ０名   

  

  

５０．００％ 

計算上会員数 20名 

出席会員数 10名 

11

月 

11 

日 

前回の出席会員数 14名   

  

 

７０．００％ 

メークアップ数 0名 

修正出席会員数 14名 

メークアップ済み会員及メークアップ訪問先 

な し  



 

3. 例会プログラム 

紹介者： 河島一夫会員 

・御船町恐竜博物館 主任学芸員 池上直樹氏 

「くまもとの恐竜たち」 

 

 

卓話者 御船町恐竜博物館  

主任学芸員 池上直正樹氏 

 

 
卓話者の池上直樹と宮部康弘会長 

４. 閉会・点鐘 

 

 
【ロータリーが女性のキャリアを後押し】 

仕事上のつながりを広げ、新しいスキルを身に

つけ、野心的な目標に取り組むインスピレーシ

ョンを得る 

＊10月発行第1535回週報４ページ目の続き 

不完全なビジネス界 

 人脈を築き、新しいスキルを身につける機会は、ビ

ジネス界で働く女性にとって特に重要です。多くの

国々で労働力として地位を確立しているにもかかわら

ず、女性は依然として昇進の壁に直面しています。キ

ャリアサイトLinkedInの報告 によると、世界的に見て、

企業の指導的立場にある女性の割合は3分の1にも満た

ないと言われています。新入社員の半分以上を女性が

占めているにもかかわらずです。  

 「私の住んでいるところでは家父長制が主流である

ため、男性は、女性よりも男性の同僚を重視する傾向

があると思う」と、シエラレオネの元クラブ会長であ

るシビル・ベイラーさんは言います。彼女はプロジェ

クト管理の仕事に従事し、ブティックホテルを経営し

ています。「ネットワーク作りやビジネスに関して男

性にアプローチする際には、暗黙の了解として守るべ

きことや避けるべきことがあります」と彼女は付け加

えます。  

 こうした慣例は女性には明確に示されないことが多

く、ほかにも課題があります。たとえ女性が男性と肩

を並べる立場であっても、会議では女性がメモを取る

ものと男性が思い込む場合もあります。また、仕事の

後、女性にとって居心地の悪い場所での集まりがある

場合もあります。女性が何を着るべきかについて、暗

黙のルールがある場合もあります。英国の法律事務所

で新しい職に就いたとき、あるロータリアンが学んだ

のはまさにこれでした。 

 「私はトルコを担当していたので、服装にはより気

を遣っていました」と話すのは、トルコのクラブで会

長をしているフンダ・ゲゲバカンさんです。「初日に

私は赤い服を着ていたのですが、『素敵だけど、うち

の事務所では、女性はグレーか黒の服が強く勧められ

ている』と言われました」 

Tネットワークづくりの元祖 

国によっては、仕事以外の社交的な機会から女性が排

除されていることが、フラストレーションの原因の一

つとなっています。そのため、ほかのネットワーク構

築の機会を見つけることが不可欠だと話すのは、韓国

の元クラブ会長、ヒュン・スック・リーさんです。 

 「韓国では、特にアルコールが関わる仕事後の集ま

りは、職業上のネットワーク作りや情報交換の重要な

一部となっています」と、映画館チェーンの支部代表



 

を務めるリーさんは話します。「こうした集まりで人

間関係が築かれ、重要な情報が交換されることがよく

あります。私はお酒を飲めませんので、こうした機会

にはほとんど出席したことがなく、ネットワーク作り

やキャリアアップの重要な機会を逃しているように感

じることがよくありました」 

 そこでロータリーの出番となります。男女混合の環

境で職業上のつながりを作る機会だけでなく、そのほ

かにも多くのネットワーキングの機会があります。ロ

ータリー行動グループ、ロータリー親睦活動、友情交

換に参加した女性の会員の約3分の2は、職業上のつな

がりを作ることを目的の一つとして参加しています。  

 「ロータリーでは、当初からネットワーク構築が行

われていました」と話すのは、米国出身のステファニ

ー・アーチックRI会長です。「ネットワークの基本原

則は常に同じ。それは、人間関係を築くことです。ロ

ータリーは、誰もが『奉仕したい、世界をより良い場

所にしたい』という意欲を持っている場所です。ほか

の団体では、必ずしもそうとは限りません」 

 ロータリーは国際的に展開しているため、それだけ

多くの機会が生まれます。米国でモンテッソーリ学校

を設立したスージー・ハウ 元RI理事は、ロータリーで

のつながりを活用して、国際的なゲストを生徒たちに

紹介することがよくあると言います。 

 「ロシアからのロータリー青少年交換学生を学校に

招いたり、ニカラグアの子ども合唱団を招いたりしま

した」とハウ氏。「ロータリーの国際性は、私たちに

とってかけがえのない贈り物です」 

かけがえのない「MBA」 

 多くの女性が、ロータリーがリーダーとしての成長

を助けてくれたと感謝しています。冒頭で紹介したオ

ンライン会合で、英国出身の元RI理事で副会長を務め

たニッキー・スコットさんは、ロータリーが女性がリ

ーダーシップを取ることを恐れる気持ちを克服する手

助けをしてくれると話します。 

 「勇気を出してリーダーシップの役割を担うことで、

多くのことを学ぶことができます。これは、リーダー

シップのスキルを学ぶ上で、かけがえのないMBAの

ようなものです」とスコットさんは言います。 

 事業を有する女性にとって、ロータリーは、ほかの

起業家から学ぶ機会となります。ロータリーの2024

年シルビア・ウィットロック・リーダーシップ賞 を

受賞したマンジュ・ファドケさんは、地元地区の会員

のほとんどが事業主であると言います。 

 「人のために活動する人はあまりいません。ロータ

リーでは、それが成し遂げられてきました」と、イン

ドのパストガバナーで、低所得層の学生のための職業

訓練校を運営するファドケさんは話します。  

 ロータリーで学ぶリーダーシップのスタイルは、一

般の企業社会で得られるものよりも強力であると話す

人もいます。  

 「会社では人に指示を出すことができますが、ロー

タリーではそうはいきません」と、シンガポールのパ

ストガバナーで、不動産業を営み、ウェルネス企業を

設立したジョアン・カムさんは話します。「ロータリ

ーでは給料が払われるわけではなく、皆が奉仕するた

めに集まります。ですから、異なる方法で意欲を引き

出さなければなりません」 

 メンタリングの機会もロータリーの恩恵の一つであ

り、女性が職場において得ることが困難となるものも

のです。 コンサルティング会社DDIによる2024年の調

査 によると、世界の上級管理職に就く女性のうち、

正式なメンターを持ったことがあると回答したのはわ

ずか27％でした（男性は38％）。  

 「ロータリーで互いにできることの中で最も力強い

機会の一つがメンタリングです」と、アーチック会長

は話します。高等教育機関の管理職やリーダーシップ

のコンサルタントとして数十年にわたって働いてきた

アーチック会長は、このテーマに精通しています。

「メンタリングはクラブ内でも、地域社会でも実施で

きます。高校や中学校でメンタリングを実施している

ロータリークラブもあります」 

 ロータリーに入会することで、仕事上のつながりや

ビジネス上の教訓よりも価値のあるものが得られるこ

とは明らかです。それは、入会前には感じられなかっ

た「可能性」です。  

 その可能性は、冒頭のオンライン会合でも目の当た

りにすることができました。参加者は、キャリアにお

ける功績について話し合う予定でしたが、それのみに

留まることはありませんでした。参加者はつながりや

機会についてだけでなく、インスピレーションや想像

力についても語りました。 ロータリー独自の関係構

築と奉仕の組み合わせが、彼らが達成できることの感

覚を広げているのです。  

 「私は、思いやりと寛容の気持ちを育て、忍耐強く

なれたと思います。ロータリーは、そういったことを

すべて教えてくれます」とマネクさん。「すべては信

頼から始まります。ロータリーには、プロジェクトを

行う以外にもさまざまな機会があり、自分自身をエン

パワメントできます」 


